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２ 調査･資料研究部会の取組

(１)実態調査やアンケートの実施

道徳性検査（『ＨＵＭＡＮⅢ』６月実施）と道徳の時間のアンケート（年３回学期ごと）

を実施した。児童へのアンケート等を基に，学級における児童の実態と課題を把握するた

めの手がかりにし，学級経営に生かすことができた。また，充実した道徳の時間に向けて，

授業改善や指導の工夫に役立てていく上で参考にした。

(２)道徳教育全体計画･年間指導計画･別葉の作成と改善

学校教育全体の中で道徳教育と学校行事や各教科等との関連を図りながら，全体計画「別

葉」を作成した。今年度は，道徳教育の内容を意識し，学校行事の目的や内容，各教科等

の学習内容，学習における活動や体験，ねらいとの関連を考えながら作成を進めた。また，

｢わたしたちの道徳｣と｢ぐんまの道徳｣との関連を全体計画｢別葉｣に位置付けた。

年度当初に作成した｢別葉｣をより本校の実態にあったものとしていくため，道徳の時間

と他の教科との間で，｢どのような関連があるのか｣や「どのように関連させるのか」とい

う視点で修正を行った。今後，道徳の時間や他の教科の授業実践を通して，さらに検討を

重ね，補充･深化･統合の関連や効果の有無を毎学期ごとに確認し，加除修正を行っていく。

(３)道徳コーナーの作成

各学年の授業実践を学校全体で共有できるように，実践の様子を視覚化した「道徳コー

ナー」を校長室前廊下に作成した。このことで，各学年で行った授業実践をブロックで共

有したり他ブロックの実践に生かしたりすることができると同時に、子どもたちも実際に

目にできる場を整えることにつながった。今後も，他学年や学年ブロックの実践を共有し

て授業実践に生かしたり子どもたちも実際に目にできる場を整えたりしていく。


